食塩水真水分別実験概要

食塩水に関し、溶液量確保のため、濃度の高い溶液を要する実験を優先的に行い、希薄溶液で可能な実験用には、必要量をとりわけ、薄める。

なお、（流用可）とあるものについても念のためとりわけ、使用後に使用済み液流用ビーカー（仮称）に投入のこと。

補足トリビア：飽和食塩水の濃度は約28%　用途に合わせて薄める

塩化物沈殿

水と少量食塩水に、AgNO3(5%)を加える。白沈が生じれば食塩水。

（約12%　2mol/lで算出）

器具試薬

試験管（反応用）*2

5%-AgNO3　5ml申請？

（濾過用の器具）

比重
比重計を用い、より比重の大きい食塩水を見分ける。比重計のない場合はジャガイモの浮き沈みを観察することにより判断する

（飽和。流用可能）

器具試薬

ビーカー（念のため、50ml量り分ける）*2

比重計申請

（ジャガイモ）
鉄の酸化触媒
鉄の酸化を促進する触媒としての食塩水の性質を利用し、ホッカイロをつくる。

方法：炭素粉末と食塩水を良くかき混ぜ、鉄粉を入れてさらにかき混ぜる。

（5%）8ml（用量は適宜）

器具試薬

炭素粉末（5g）申請
鉄粉（300メッシュ）申請
ビーカー

温度計、薬さじ

炎色反応
ニクロム線の先に溶液をつけ、炎にかざす。食塩水ではNaイオンのオレンジ色の光を発する。

（流用可）

器具試薬

ニクロム線（申請？）
ガスバーナー

電気分解
炭素棒をビーカーに入れ、電圧をかけ電気分解する。食塩水では、電気分解により塩素が発生（陽極付近が黄緑色になる）また、オルトトリジンを用いると、呈色する。

（薄めでも可？）

器具試薬

電源装置申請
炭素棒申請
電線（ワニ―バナナ）申請
（オルトトリジン申請）

ビーカー

導電性

上記実験と共に行なう。上記実験において、電解ができる時点で食塩水であることは自明であるが、念のため、上記実験の後、電線を電解槽からモーター、電球等につなぎ、導電性を確認する。

（流用可）

器具試薬

シャーレ（電極により溶液汚染の恐れがあるため、少量で行なう）

電源（上）

電線（上）

電極（金属を適当に）（持参）
豆電球、モーター（持参）

炭電池

上記実験とは発想が違う！（と言うことにしておく）備長炭の周りに両溶液を染み込ませたクッキングペーパー（または布など）を巻きつけ、その上にアルミホイルを巻いて炭電池を作る。「導電性」実験にて用いた豆電球、モータにつなぎ、電力を得られた（または、より多く得られた）ものが食塩水である。

（飽和が望ましい）

器具試薬

備長炭（持参）
アルミホイル（持参）

キッチンペーパー（持参）
回路用部品（上の実験より）

飽和食塩水の利用

両溶液に塩化ナトリウムを投入。塩化ナトリウムが溶解するほうは真水で、塩化ナトリウムが溶けきれずに析出するのが食塩水である。

（飽和）

器具試薬

試験管*2

塩化ナトリウム（10g）申請

乾固

シャーレ上に両溶液を数滴ずつたらし、放置（あるいは加熱）。食塩水からは塩化ナトリウムの結晶が析出する。
（飽和）

器具試薬

シャーレ申請？

ほうれん草のおひたし

ほうれん草を両溶液で茹で、よりよい色のおひたしに仕上がった方が食塩水であったと考えられる。

（希薄）

器具試薬

ほうれん草（持参）（少量）

ビーカー

浅漬け

きゅうり（小さく切っておく。あまり乾かないように）を両溶液に漬ける。食塩水においては浅漬けとなり、独特の弾力と色（切り口）を有する（はず）。真水ではただ膨れるだけできゅうりそのもの。浸透圧の利用。

（飽和が望ましいが、多少は薄くても可）

器具試薬

ビーカー

きゅうり（持参）（他の野菜でも可）

（漬物石）

ソルベー法（アンモニアソーダ法）の反応の一部の利用

ソルベー法における反応の一部を利用し、炭酸水素ナトリウムの沈殿を観察する。沈殿を生じる方が食塩水。

反応：NaCl+NH3+CO2+H2O→NaHCO3+NH4Cl

（飽和）

器具試薬

ビーカー（試験管）

ガラス管、ゴムチューブ申請、ガラス管つきゴム栓、二又試験管申請
（↑CO2発生に使用↓）

6N-HCl ○ml、CaCO3申請
C-NH3（試験管1/4程度）

グルタミン酸Naを用いた銅の酸化

グルタミン酸ナトリウム、過酸化水素、塩化ナトリウムを用い、銅を酸化する。（反応については調べる）

（飽和）

器具試薬

グルタミン酸Na申請（無理な場合は味の素で代用）-水溶液10ml

10%-H2O2　数ml

銅線

試験管

揮発性酸の塩

塩化ナトリウムは揮発性酸（塩酸）の塩である。そのため、両溶液に濃硫酸を加えることによって、塩酸が遊離する。これを揮発させ、C-NH3の瓶の口をあけておけば、NH4Clの白煙を生ずる。

· この実験では、水溶液に濃硫酸を加える。突沸に留意し、慎重に進める事。

反応：2NaCl+H2SO4→Na2SO4+2HCl

（飽和が望ましい）

器具試薬

C-H2SO4

C-NH3

試験管

駒込ピペット（硫酸の滴下）

染料の媒染材

食塩水の染料の媒染剤としての働きを利用し、実際に染色してみる。媒染剤として食塩水を使った方が、色が綺麗に仕上がるはずである。

やり方：コンゴーレッドを加温し、3分程度かき混ぜる。温度に注意。50～70℃

その後、1%濃度に調製した溶液の中に、布を入れ、2分程度、時々かき混ぜながらつけておく。

（1%）

器具試薬

コンゴーレッド（実験ノートとほぼ同濃度）←薄めず原液で染める（50ml以上）

ビーカー（３つ。２枚を同時に染色し、媒染剤の時点で分ける）

ガスバーナー

石綿つき金網

三脚

木綿の布、ハンカチ（持参）
凝固点降下

氷に数滴ずつ両溶液をたらしていく。水の場合は凍り、食塩水の場合は凝固点降下により、氷を溶かしていくことが考えられる。

（飽和）

器具試薬

シャーレ申請
氷申請
駒込ピペット

蒸気圧降下の利用

フラスコの中に、同量の水と食塩水を入れる。フラスコにガラス管つきゴム栓を取り付け、それを流動パラフィンで繋ぐ。流動パラフィン内の液体の動きを観察して、どちらが溶液か見極める。

（飽和、流用可←但し、濃度は若干変化）

器具試薬

平底フラスコ（ml）*2申請
ガラス管つきゴム栓*2申請
ゴム管*2申請
流動パラフィン申請
ホールピペット（ml）申請
表面張力の確認

メニスカスなどの方法で、表面張力を調べる。食塩水は表面張力が弱いはずである。

沸点上昇
（溶液が蒸発するので最後に実験を行なう）温度計（デジタルがよい）を用い、蒸発させる。蒸発する際の溶液の温度で両溶液を分別する。温度計を差し込むため、ある程度量が必要。

（飽和が望ましい）

器具試薬

沸騰石申請

温度計（デジタル。100℃以上対応）申請

ビーカーも数個申請。

